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プロフィール

氏名：鈴木安夫
年齢：49歳
出身地：栃木県那須
塩原市
趣味：ゴルフ、車

略歴
1995年：足利銀行へ入行
2003年：日興コーディアル証券へM&Aトレーニーとして出向
2004年：日本Ｍ＆Ａセンター入社

経営支援室→執行役員金融法人部長→執行役員金融企画部長を歴任
2020年：バトンズ取締役就任

これまでの経験を活かし成約チームで支援専門家の育成支援を行っている。また、東京都のM&A
マッチング支援事業、経産省（中企庁）の事業承継トライアル事業の責任者を務めている

恥ずかしながら実家の事業承継は
失敗しました、、
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みやぎ産業機構様、七十七銀行様との事業承継に関する連携協定

今回の連携協定は、バトンズと七十七銀行、みやぎ産業振
興機構の3者が、各機関の特性を最大限に発揮しながら、
宮城県の中小企業・小規模事業者の円滑な事業承継を支援
し、地域経済の活性化を図ることを目的とするものです。

この連携によって事業承継の可能性を拡大し、後継者不在
に悩む企業の経営課題の解決に向け、スムーズな連携、
マッチング先の選択肢増加、セミナー開催協力などを行っ
ていきます。
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バトンズは経済産業省（中企庁）から選定されたプラットフォーマー
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バトンズは経済産業省（中企庁）の補助事業も請け負っている
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スモールM&Aの現状
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スモールM&Aの最新動向
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スモールM&Aの最新動向



M&Aは、設備投資や研究開発等と並び、中小企業の生産性向上の重要な手段の一つとなってきている。
M&A(買収)を行った中小企業は、生産性や売上高等の向上を実現。

スモールM&Aの最新動向
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スモールM&Aの最新動向
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スモールM&Aの最新動向
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スモールM&Aの最新動向
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全国の事業承継動向（後継者不在率）



事業内容

•インターネットを利用したM&Aマッチン
グ及び経営コンサルティングウェブサイ
トの企画、制作、運営及び管理

•M&Aに関する各種教育

設立 2018年4月5日

資本金 275,120千円

所在地 東京都千代田区丸の内1-8-2

代表取締役 大山敬義

株主
・株式会社日本M＆Aセンター
（32.46%）

・他役職員

URL https://batonz.jp/

Company Profile 沿革

⚫ 2014．04 （株）日本M&Aセンター内の社内ベンチャーとし
て@net事業部創立

⚫ 2016．04 サービス名を「&biz（アンドビズ）に改称

⚫ 2018．04 （株）日本M&Aセンターからスピンオフし、
アンドビズ（株）設立

⚫ 2018．10 サービスを「BATONZ（バトンズ）」
として大幅リニューアル

⚫ 2019．04 （株）バトンズに商号変更

日
本M

&
A

セ
ン
タ
ー

（
社
内V

B

）

（
株
）バ
ト
ン
ズ

@
n

e
t

、&
b

iz

（
ユ
ー
ザ
ー
限
定
）

バ
ト
ン
ズ

（
ユ
ー
ザ
ー
オ
ー
プ
ン
）

Company Product

累計ユーザー数 累計成約数

106,279 622件

登録専門家

1,029件

INFO
2021.3末時点

株式会社バトンズのご紹介
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https://batonz.jp/


◼ BATONZ（バトンズ）は国内最大級の会員数/成約実績を
誇るM&A総合支援プラットフォーム

◼ 売り手・買い手・M&A支援専門家の3方向をマッチングさ
せるプラットフォームを運営

◼ 安心・安全なM&Aを提供することで、「誰でも、何処で
も、簡単に、自由に、M＆Aが出来る社会」の実現を目指
している

◼ 公的機関・金融機関・民間企業など、合わせて1,458 機関
と提携

◼ 世界一の年間M&A件数を誇る日本M&Aセンターグループ
のノウハウを駆使してM&Aをマイクロキャップ市場に広
めている

POINT

M＆A総合支援プラットフォーム「BATONZ（バトンズ）」：サービスの全体像
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BATONZ（バトンズ）の利用者数
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M＆A総合支援プラットフォーム「BATONZ（バトンズ）」：売り手・買い手向けサービス

売り手 買い手

◼ バトンズへ登録した売り手と面談

◼ バトンズの操作方法をご案内

◼ 適正価格やスキームのアドバイス

◼ M&A支援専門家のご紹介

バトンズカウンターサービス バトンズDD（企業調査）

◼ 中小M&Aに特化したDDを39.8万で提供

◼ DD講座を受けた専門家が受託

◼ 表明保証保険が自動付帯

※保険は東京海上日動火災保険との共同開発

• 登録料/月額など一切無料
• 成約時もコストはかからない
• 有料オプション選択可

• 無料で買い手登録が可能
• 成約時に成約価格の2%（最低25万円）
• バトンズプレミアム会員（有料）
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特徴特徴

数字で見るバトンズ（売り手向け）

• バトンズ登録売り案件に対するマッチング数 • バトンズ登録の買い手売上規模

上場企業から個人まで
あらゆる層の買い手が登録
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10件以上の買い手候補が見つかる



特徴特徴

数字で見るバトンズ（買い手向け）

• バトンズ登録売り案件の業種 • バトンズ登録売り案件の譲渡希望金額

売り案件の業種の幅は広い
飲食業、サービス業、医療介
護が比較的多い
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譲渡希望額のボリュームゾーンは
1,000～3,000万円
1億円以上の案件も増えつつある



数字で見るバトンズ（成約案件の特徴）

• バトンズ成約案件
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特徴
売上は1億円以下が約8割
成約価格は3000万円以下が9割
赤字でも売れる！



実際に検索してみよう！
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資産

負債

貸借対照表

純資産

売却

借入金
従業員退職金

返済
支給

現金

貸借対照表

純資産

税金

廃業してしまうと、、
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株式譲渡なら

資産

負債

純資産

貸借対照表

営業権

営業権（実態利益×1~2程度）
の分手残りが増える

株式の譲渡のみで手続き楽

後継ぎ＝買主
ただし、負債も引継ぐ

借入金の連帯保証は解除

株式譲渡益課税は約20%

株式譲渡

従業員は継続雇用

取引先との関係継続

売主のメリット
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事業譲渡なら

資産

負債

純資産

貸借対照表

営業権

営業権（実態利益×1~2程度）
の分手残りが増える

個人事業でも譲渡可能

後継ぎ＝買主
負債は引継がない

代わりに、
運転資金を別途用意

譲渡資産を切り分けできる

会社は手元に残る

事業譲渡

従業員は継続雇用可能
（ただし再契約）

取引先との関係継続可能
（ただし再契約）

売主のメリット



創業10４年の惣菜店を76歳の個人が引き継ぎ
観光客で賑わう繁盛店へ大変身

売り手：京都府 惣菜店 250M（店舗は6M）
買い手：大阪府 個人（元経営者）
売買価格：30M（退職金込み）

成約事例➀
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成約事例➀
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定食屋さんに改装

成約事例➀
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売り手：茨城県 金型製造業 年商40M
買い手：北海道 個人
売買価格：３M＋５M（退職金）

業績50年の金型屋をものづくりをはじめたい個人が引継ぎ

成約事例②
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成約事例③

セカンドキャリア充実のため老舗旅館を買収。
再オープン後も口コミ好評「綺麗になってよかったね」

売り手：福島県 温泉旅館 年商160M
買い手：茨城県 医療法人経営

＋別法人にて飲食、宿泊業を展開



会員登録

サービスの流れ

案件化 マッチング トップ面談 基本合意、DD 最終契約

売り手

買い手

本
人
確
認
・
審
査

バトンズ
カウンター

バトンズ
Meet

バトンズDD
+中小M&A保険

支援
専門家

アドバイザリー支援

（今後）
電子契約

＋
Bスマート
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双方向
ネット

マッチング
バトンズ
DR

バトンズにおけるサービスの流れ



BATONZ活用の比較（売り手様）

バトンズカウンター バトンズ成約サポーター アドバイザー利用

申込方法 カウンターサービス申込書（兼チラシ） 業務委託申込書 掲載依頼書

手数料 無料
成約価額の3%（最低27.5万円）

（完全成功報酬）
成約価額の5%（最低220万円程度）

※アドバイザーにより異なる

サービス

・売り案件ページ作成代行
・スキームや相場価格のご提案
・バトンズの操作方法についてのご相談
・WEBまたは電話対応

・売り案件ページ作成代行
・スキームや相場価格のご提案
・交渉にかかるバトンズ操作の代行（バトンズを利
用した買い手とのメッセージ交換、意向表明受領な
どを代行）
・買い手との条件調整における相談役（電話やメー
ルでの助言）
・原則メールか電話対応

• M&A仲介やFA
（売り案件ページ・買い手向け資料作成代行、ス
キームや希望価格の構築支援、買い手との面談の立
ち合い、買い手との条件交渉支援、契約書の草案作
成など成約まで一貫して助言を行う）
・原則訪問対応

ご利用者 ITの活用できる経営者 ITは苦手であったり面倒くさいと考える経営者
費用がかかってもいいので安心してM&Aを任せたい
経営者

特徴

・バトンズのシステム操作は売り手様ご自身
で実施
・買い手との交渉は売り手様ご自身で実施
・株価やスキーム、成約に向けたポイントに
ついてバトンズからご提案

・バトンズのシステム操作はバトンズのサポーター
が実施するので売り手様ご自身はITが苦手でも問題
ない
・買い手との交渉をサポーターが取り次ぎ助言も行
うので安心
・株価やスキーム、成約に向けたポイントのご提案
だけでなく、契約書の提供やチェックなどもサポー
ターが支援

• 訪問を中心として細かい支援を受けられて安心
• 買い手との交渉についてアドバイザーが全て対

応・助言します
• 契約書の草案作成や譲渡実行に必要な書類作成な

どもアドバイザーに任せられる
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ご相談
売り案件
登録

マッチング トップ面談
意向表明
DD

譲渡契約
引継ぎ

売主様
・希望条件提示
・資料提示

（決算書3期等）

・売り案件登録
の情報提供
・登録内容の

確認

・買い手からの
質問対応

・買い手との条
件交渉

・トップ面談等に
より買い手選定
・条件大筋合意

・意向表明受領
・DD資料収集、
DD協力

・譲渡契約締結
・従業員開示
・引継ぎ協力

2週間～2か月1週間 1ヵ月～2か月

業務委託申込書 成功報酬支払

サポーターサービスの
業務内容と進め方

弊社
サポーター

・業務内容と
料金の説明
・時価純資産
の提示

・スキーム提案

・売り案件登録

・売主様の実名
開示

・買い手の質問等
取次

・トップ面談日程
調整サポート

・トップ面談
事前段取り
・面談後のスケ
ジュール提案

・意向表明取次
・DD専門家を買
い手に紹介

・譲渡契約書
提供

・譲渡契約書
簡易レビュー
・譲渡契約、登
記専門家紹介

※電話、メール、オンラインでの対応となり、訪問対応はできませんのでご了承ください。
38



コロナ禍における経営者の意識の変化
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コロナ禍における経営者の意識の変化
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コロナ禍における経営者の意識の変化

41



コロナ禍における経営者の意識の変化
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コロナ禍における経営者の意識の変化
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コロナ禍における経営者の意識の変化

44



コロナ禍における経営者の意識の変化
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マッチングの変化

事業の選択と集中
↓

多角化

• 本業一本は大きいリスク。単一事業から複数事業への転換

で非常時でも自助努力で耐えうる経営体制に

1本足打法からの脱却

• 事業エリアの一極集中は大きなリスクに。地域に根差した

経営から複数エリアへの進出で非常のリスク分散を

エリア分散

• 特定顧客のみの販売ルートはリスクに。異業種・他地域へ

の販路開拓で販売ルートの多様化の実現を

販売ルートの多様化

同業他社
↓

周辺分野進出
新事業展開



◎ 利点
ビジュアル情報が多く直感
的にわかりやすい

✖ 注意点
特に数値情報の精査が
不十分

◎ 利点
成約までのスピードが非常
に早い

✖ 注意点
必要なプロセスを飛ばして
後日トラブルになる

◎ 利点
仲介コストが安く、場合に
よっては相対で更にローコ
ストで上げることも可能

✖ 注意点
専門知識や経験がないと
トラブルの発生率は非常
に高くなる

◎ 利点
情報が豊富で非常に多くの
相手と交渉できる

✖ 注意点
何度も断られたり、逆に相
手を決めきれずかえって成
約率が落ちることも多い

ネット上のM&A特有の利点と注意点とは？

ネットを活用したスモールM&A
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• 特に売り手は案件調査の必要とトラブル防止のため必須

• 詐欺師は第三者の介入を嫌い相対を好むことにも留意

• 買い手は売り手にアドバイザーがついている案件を選ぶことが重要

アドバイザーは極力つける

• 特に買い手にアドバイザーがいない場合は必須

• 中小ならバトンズDD（398千円）が特におすすめ

• アドバイザーがいて内容が軽ければ必要最小限でも可

買い手による企業調査（DD）を絶対にやる

• M&Aは売買であると同時に結婚相手探しでもある

• 相手と相手の会社に敬意を払えない人間には経営をする資格も能力もない

会社はモノではないことを強く意識する

失敗しないスモールM&Aのコツとは

ネットを活用したスモールM&A
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【お問い合わせ先】

株式会社バトンズ 鈴木 安夫 宛て

メール：y.suzuki@batonz.co.jp
電話：080-3678-2052

ご不明な点等ございましたらお気軽にお問い合わせください。
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お問い合せ先


